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２．目指すべき将来像

３．将来像の実現に向けて

４．主な予算事業

１

２

３

４

５

６

７

８

９

１０

※事業の推進方針は、前年度の事業評価書に基づいて記載しています。（Ａ…拡充　Ｂ…継続　Ｃ…縮小　Ｄ…廃止）

障害者総合支援
事業費

福祉課 障害者総合支援法等に基づき、福祉サービスを実施します 265,750 275,928 Ｂ P64 P245

認定審査会費 福祉課
障害者介護給付認定審査会を開催するなど障害支援区分認
定事業を実施します 972 1,211 Ｂ  P246

社会福祉団体助
成事業費

福祉課 社会福祉関係団体に対する活動助成を実施します 33,432 37,418 Ｂ  P243

障害者援護事業
費

福祉課
在宅障害者手当、障害者交通費扶助等、障害者に対する援護
事業を実施します 40,908 41,496 Ｂ  P244

後期高齢者福祉
医療費

住民課
後期高齢者医療被保険者で障害者医療や精神障害者医療な
どに該当する方を対象に、医療費の自己負担額を助成します 47,701 49,887 Ｂ  P235

訪問看護サービ
ス助成事業費

住民課
篠島及び日間賀島に在住する町民が医療保険で訪問看護
サービスを利用する場合に要する海上交通費及び師崎港駐車
場料金の助成を行います

50 120 Ｂ  P238

障害者医療費 住民課
身体障害者手帳1級から3級の方などを対象に、医療費の自己
負担額を助成します 25,847 27,267 Ｂ  P231

精神障害者医療
費

住民課
精神障害者保健福祉手帳1・2級の方などを対象に、医療費の
自己負担額を助成します 18,949 20,002 Ｂ  P234

基本目標 地域で育むひとづくり

基本施策 個性を活かす障がい者福祉

本町の障がい者手帳所持者数はほぼ横ばい傾向ですが、身体障がい者や重度障がい者は６５歳以上の高齢
者の割合が多くなっていることから、以下が課題となっています。
・障がい者の高齢化や重度化、介護者及び介助者の高齢化
・障がい者の自立と親亡き後の生活
・グループホーム等の施設及び福祉サービスの人材確保

思いやりの心によってみんなで支え合い、誰もが地域の中で自立した生活ができ、それぞれの特性に応じた多
様性が発揮できるような地域福祉の実現を目指します。

・各障がい福祉サービスの見込量や確保方針を示すための、各種計画を進めます。
・自立支援等の充実により、福祉施設の入所者の地域生活への移行や福祉施設から一般就労への移行等を図
ります。
・企業等による障がい者の雇用や、多様性を活かした社会参加を支援します。
・コミュニティやボランティアなど町民の自発的な福祉活動の推進を支援します。
・不自由なく医療・福祉サービスを受け、安心して生活するために、障がい者の医療費助成や障がい福祉サービ
スを提供していきます。
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６．町民意識調査によるニーズ等

７．管理指標（ｐｔ）　町民意識調査による満足度

８．評価委員会の総合評価

５．地域との協働に関する取組み状況
○授産施設や福祉作業所の製品を購入、サービスを利用している。
○障害に対しての正しい知識を持っている。障がい者の得意なことや才能を知り、評価している。
○授産施設に仕事を出すなど応援している。

自由記述意見から実現の可能性が高い又は条件によっては実現可能な提案等に関する記述のみを抜粋【関連する主な予算事業の番号】
①まだまだバリアフリーの足りていない施設（特に駅）があるため、少しずつでもバリアフリー化を進めてほしい。
②福祉作業所の商品がどこで売られているかわからない為、まずは知るところからなのかと思う。
③一般のスーパー、薬局など、どこにでも授産施設で作った製品や食品を置けないのか。収入の一部（全部でも）を支援金にすればいいと思う。
④障害者への義足利用登用の補助差別などを解消するなど必要。役所の障害者雇用の実態はどうなっているか明らかにしてほしい。【7】
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